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「発達障がい大学生への小集団に よ る心理教育的アプロ}チ」
~ナラティブの共有とメ タ ・ナラテイブの 生成~

水野 薫1) 西村 優紀美2)
1 ) 富山大学学生支援センター 2) 富山大学保健管理センター

Psychoeducational approach for small groups of university students with developmental disorders 

: Sharing narratives and creating meta narratives 

1 . は じめに

Kaoru Mizuno 1) 

アクセシピ リテイ・コミュニケーション支援室、

トータルコミュニケーション部門 (以下: 支援室)

では、 社会的コミュニケーションに困難さをもっ

発達障がい学生を対象に、 コミュニケーション支

援を行うとともに、 コミュニケーションに関する

心理教育的サポートを行っている。 その多くは個

別面談による修学支援であるが、 修学上の問題が

減少するにつれ、 自分自身の特性やコミュニケー

ションそのものを話題にすることが多くなり、 コ

ミュニケーションそのものを対象にした面談が進

められていく。「今まで、良かったことが少なかっ

た。 同じことが永遠に続くような気がする」 と絶

望的な気持ちに支配される学生や、「こんな小さ

なことに引っかかって、落ち着かなくなるんです。

また同じことをやってしまったと後悔しますJ と

暗い表情を見せる学生もいる。 これまで対人関係

面での困りごとが多かった学生にとって、「自分

自身のコミュニケーションへの直面化」 は、 大き

な精神的負担を感じるに違いない。しかしながら、

安心できる人間関係の中で、 あえて自分の課題に

向き合いたいと思う学生の決意を、 支援者として

尊重し、 伴走していきたいと思う。 つまり、 直面

化による精神的な混乱や不安を受けとめつつ、 整

理し、 距離感を持って眺める、「物語の再構築J

のプロセスを一緒に行うのである。個別の面談は、

学生と支援者との対話を通して、 学生自身が自己

Yukimi Nishimura 2) 

の行動を振り返り、 困難や問題が解消する方法を

知り、 成功体験を積み重ねることによって、 結果

的に肯定的な自己像を持つことを可能にする。 失

敗や挫折感を持ちながらも、 うまくできた達成感

が彼ら自身をエンパワーしていくのである。

このような個別支援を続ける中で、 支援室に通

う学生の多くは、「同世代の仲間と会話できるよ

うになりたい」、「人数が多くなると、 どのように

会話に参加すればよいかわからなくなるけど、 少

ない人数なら大丈夫かもしれない」 という前向き

な気持ちを表現するようになる。 一対ーの関係性

を超えて、 複数の対等な関係性に一歩踏み出すの

である。このような学生の願いを実現するために、

支援室では平成22 年6 月より、 小集団によるコ

ミュニケーション活動の場「 ランチ憩 ラボ」 を

開催し、 継続的に運営してきた1)。 年度ごとに新

入生が加わったり、 授業等の関係で参加できなく

なったりと、 多少のメンバーの入れ替わりはある

が、「安心できる環境の 中でコミュニケーション
を楽しむ場」 としての「 ランチ憩 ラボ」 の基本ス

タイルにかわりはない。 22 年度の活動当初から

参加していた学生 2 名は、 卒業後も可能な時間に

は参加することによって、 学生にとっては支援者

だけでなく「先輩」 に接 する機会をもつことにな

り、 構成メンバーに厚みができたように感じる。

ここでは、 継続的におこなっている小集団活動に

おいて、 参加者が基盤としている各々の物語を参
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加者全員で挑め、 関連性を見つけ、 分類しながら、

統合的なメタ・ナ ラティブに語り直していく「メ

タ・ナ ラティブの生成」 プロセスについて報 告す

る。

2 .  rランチ憩ラボJ活動の目的 と意義

発達障がい学生の小集団活動の目的と意義につ

いては、 以下のようにまとめられる1 )。

(1 ) 支援室を利用している学生を対象とするよ

り自然な形でのコミュニケーションを体験す

るための、 小集団活動の場である。

(2) rコミュニケーションが苦手だが、 克服し

ていきたいJr同年齢の仲間とのコミュニケー

ションの場がほしい」と願う学生が、 安心し

て参加できるコミュニケーションの場として

機能する。

(3) 表明した自分の考えや意見を尊重して聞い

てもらうことにより、 自分自身への自信をも

ザつ。

(4) 他者の考えに耳を傾ける体験を通して、 さ

まざまな考えや解釈があることを知り、 考え
方の多様性を受け入れる態度を養う。

同じような悩みや同じような願いを持つ学生同

士が一堂に会し、 緩やかな雰囲気の中で集うこと
によって、 彼らの「人と関わることへの不安」 が

解消し、「自分なりの関わり方に自信を持つ」 こ

とができる機会になって欲しいと考えた。 なお、

少人数ではあっても、 人とのかかわりに不安や緊

張が強い学生には無理に紹介せず、 あくまでも学

生本人の意思を尊重している。 また、 活動に参加

した後には、 個別面談で振り返りを行い、 学生の

不安や疑問を解消していくように配慮している。

3 . ランチ憩ラボ 活動の概要

( 1)実施日

定例会として、 毎週 水曜日 12:00 � 13:30 

の90 分間行う。 (大学が長期休業期間はのぞ

く) 活動内容は、 会食、 ラボトーク、 メタ・

ナ ラティブの作成である。

このほかに、半年に一度のペースで、コミュ

ニケーションワークショップを開催した。 こ

の活動では、 絵カードや楽器など非言語の媒

体を媒介にして、 多様なコミュニケーション

を体験し、 人との関わりのおもしろさを知る

こと治宝目的である。

(2) 参加者

平成24年度の参加者:学生5名、 卒業生

2名、 支援者4名

(3) 場所
アクセシビ リテイ ・コミュニケーション支

援室活動室

(4) ラボトーク 活動の流れ

活動の主な流れを以下の通りである。

①各自準備した昼食を食べながら雑談する。

②ラボトークを開始する (あらかじめテーマ

(話題) をカードに書いて準備しておく) 。

③一人がカードをめくり、 各自そのテーマに

ついて思いついたことを付筆に書く。

④テーマについて順番に話をして、イ寸護を

シートに員占る。

⑤一人の話が終わったら、 他の参加者は質問

や感想、 意見を言う。

⑥同じテーマについて、全員が順に話をする。

他の参加者は感想をシェアしあう。

⑦テーマを変えて、 ③~⑤を数回繰り返す。

⑧最後にシートを見ながら、全員で振り返り、

メタ・ナ ラテイ ブをシェアする。

⑨ (個別) メタ・ナ ラテイ ブの作成
(5) 配慮したこと

支援者は、自分も参加者の一人としてコミュ

ニケーションを楽しみながらも、 小集団活動

が参加学生ひとりひとりにとってより有意義

なものになるように、 以下の点に配慮した。

①学生が主体的に参加するために、 学生の希

望や要望を随時、 ラボトークの内容や方法

に取り入れる。

②会話に苦手意識が強い学生が安心感をもっ

て会話できるように、 個人面談の中で語ら

れるそれぞれの学生の興味をテーマに盛り

込む。
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③参加者全員が「話す機会」が与えられるよ
うにする。

④学生同士の意見交換が成立するように、 支

援者が学生の発話を拾い、 他の学生にも声

をかけていく。

⑤支援者も一人の参加者として語るととも

に、 他者の発言に対して積極的に質問や意

見を言ったり相槌をうったりして、 学生に

とって「話す・聞くモデル」となるように

心がける。

⑥テーマを工夫し、 学生が自分自身の特性や

傾向に関心を向けるよう配慮する。

(6) 各回のテーマ

ラボを始めた当初は、 参加学生が興味をも

ちそうな話題や話しやすい話題を選んだが、

徐々に学生の意見を積極的に取り入れていく

ようにした。 また、 自ら話題を考える体験も

してほしいと考え、 カードをヲ!いた人がその

場で話題を決めることができる「本日の当た

り目」カードも用意した。 内容は自由で、 具

体的には、「夢の話」 や「 子どもの頃どんな

遊びをしたか」、「自分自身の好きなところ」、

「嫌な人と顔を合わせたらどうするかJなど
ユニークな話題が提案された。 さらに、「私」

を語ることは、 自分の特性に気づき、 理解を

深めるよい機会であると考え、 自分を振り

返ったり見つめたりするようなテーマも取り

入れていくようにした。

図 1

1.気軽に話ぜること
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2. 日ごろの自分を振り返る必要
があるもの

・自由な時間は何をしますか?
・1)フレッシュ法|ま?
-大学での勉強法
-言われてうれしかったひとこと

4.判断を伴うもの
-嫌な人と顔を合わせてしまった

らどうする7
-急いでいる時にアンケ」卜を華固

まれたら?
-先輩から飲み会に誘われました。

でも、};'イ卜があります。そんな
時どうしますか?

4 . ランチ憩ラボの実際

(1) ラボトーク

(逐語録は参加者の了解を得てICレコーダーで

録音している。 ここで紹介する会話はその一部

分である。)

①テーマ :大学での予習復習はどうしています

か?

~前略~

B :ぼくは、 重要な語句や公式を書いて暗記

します。

支2 :それは復習ですか?

B :復習も予習もそうです。

支 1 : Bさんは書いて覚えるタイプなんです

ね。 あ~、 私もなんだかわかるような気が

します。

C :そういう方法は自分は苦手です。

支 1 : Cさんは苦手なんですね?読んで覚え

るタイプの人もいますね。

支2 :目で見て、読んで覚える人もいますね。

B :うらやましいです。 見ただけでは、 なか

なか覚えられない。

支2 :なるほど、 つまり、 覚え方にはいろん

なタイプがあるんですね。

C :ぼくは構造を理解したら、 結構早く覚え

られるんですが。

一同 :あ~なるほどね~。

C :ちょっと書きたしてもいいですか? (自

分の付婆に書きくわえる)

D :僕の学部の場合は補習があるんです。 そ

こで勉強します。 先輩でわかりやすく教え

てくれる人がいる。 あとは、 問題集をひた

すら解く。 ただ数をこなすんじゃなくて、

考えながらやったりする。

一同 :なるほどね�!

D :復習は課題がでるたびにやっていて、 途

中これなんだ、ったっけと思って、 そこから

前に前にさかのぼるわけですよ。 ノートと

かも見ながら。 それで、 予習に関してはこ

ういうやり方に合わないので、 苦手です。
一同 :ふ~ん。 そうだよね・ . . 0 
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C :さっきも言ったように、 構造を理解する

ことに力を入れています。

支2 :自分の覚え方の癖をちゃんとわかって

いて素晴らしいですね。

一同 :うんうん。

支 1 :やっぱりそれぞれのやり方があるので

すね。 書いて覚えるのと、 構造を分析して

理解するのと、 問題をどんどん解いていく
というのと。

支2 :この内容は、

思います。

支 1 :そうですね!

図 2 ラボトー ク①
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Bは理系学部2年、 Cは理系学部3年、 Dは

理系学部2年の学生である。 BとDは未診断で、

Cは広汎性発達障害の診断がある学生である。

3名とも自閉症スペクト ラム障害の特性が顕著

に見られ、 特に Bと Dは自分のペースで話した

いタイプである。 中でも Dは、 自分が話したい

話題だと話が止まらなくなり、 逆に興味がない

話題だと会話に加わわろうとしないので、 入学

直後に加入したいくつかのサークルで辞めさせ

られた経験がある。 ランチ憩 ラボでは、 昼食を

食べながら雑談する時には、 自分が興味のある

ことを好んで話す傾向はあるが、 回数を重ねる

うちに、 話すのをやめて作業に集中したり、 他

の参加者の話を静かに開いたりするようになっ

た。 たとえば、 ラボトークの場面では、 話しす

ぎるという様子は全くなく、 他の参加者の意見

に領いたり、「ぼくもそう」と相槌をうったり

していた。 ラボトークには、 テーマがあるこ

と、 そして、 まずは自分の考えを付実に書き次

に参加者が順に話すというルールが明確である

こと、 必ず自分も話せると分かつていることか

ら、Dが安心して参加しているのだと思われた。

また、 Dが支援者や他の学生の様子を見て、 他

者の態度をモデルとして自分の中に取り込んで

いることの現れだと思われる。

②テーマ :自分を自分でほめたい時

A :  (カードを引く) 自分で自分を褒めたい
ときは、 どんな時ですか?

B : はあ一。

E :イ可カ宝あるかな?

支 1 :シンキングタイム。 自分で自分を褒め

たい時。

A :難しい質問ですね。

支 1 :つい最近のことを書こう。

支2 :つい、 最近ありますか?

支 1 :あったんですよ。

A :どうしょうかな?え~、 そんな事あった

かな?

B :うーんO 褒めたい時か・ .

~中略~

B :何してるの、 それ? (Eに向かつて)

E:あ、 折り紙

B :あ~、 折り紙。

E : (何を折っているか) 今にわかるよ。

支 1 :今に分かるって。

B :お~、 そうか~、 楽しみにしとるよ。 (一

同笑い)
~中略~

支 1 :はい。 じゃあ、 自分で自分を褒めたい
時はどんな時ですか?まず、 じゃあ、 カー

ドをヲ|いた

Aさんから。

A :はい。 えっと、 自分で自分を褒めたい時

は、 つい自分にとって難しいと思ったり、

嫌だとd思ったことをやり遂げた時。
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支 1 : い い ですね。

B : お お 。

支 1 : 一緒か も !

B : あ 一 、 納得で き ま すね。

A : 私、 結構、 嫌 な こ と は や ら な い っ て性格

な ん で -

B : な る ほ ど。
A : 結構 そ れ で ご ま か し て き て る 。 ( 笑 い )

結構、 人生そ れで ご ま か し て き た と こ ろ が

あ っ て 、 で も 、 そ れで も 、 ど う し て も 難 し

い こ と や、 嫌な こ と を や ら な い と い け な い

か ら 、 も う 、 そ れ は 避 け て 通 れ な い こ と も

あ り ま すか ら 、 そ れ を 乗 り 越 え た ら 、 も う 、

褒 め て あ げた い と 思 い ま す ね。

B : 素晴 ら し い ですね。

(一 同 日 々 に、 同 意 し た り 賞賛 し た り す る )

支 1 : 次、 私です。 こ れ は 、 A さ ん の と 同 じ

です。 私 は 、 儀式が嫌い、 苦手です。 雰閤

気が嫌 な の です。 今週の 月 曜 日 に 、 あ る 学

校の入学式 に 出席 し て 、 60 分耐 え ま し た 。

B : そ う い え ば… あ の。 僕 は 、 教員 免許 を 取 っ

て ま す け ど、 僕、 な んか、 入学式 と か、 そ

う い う 大事な 式で居眠 り す る ん です よ 。

支 1 : あ ー 。 私 も す ぐ寝 る ん です よ ね。

B : あ 一 、 は い は い 。

支 1 : な ん で あ ん な 寒 い と こ ろ で 眠 れ る か

な ? と 思 う け ど。 き っ と 、 意識 を シ ャ ッ ト

ダ ウ ン す る ん だ と 思 う 、 自 分で。

B : あ 一 、 な る ほ ど。

支 1 : で、 起立 っ て い う 時 に 、 あ ら っ 、 な ん

か ど こ で、立 っ て い い や ら み た い な風 に な っ

ち ゃ う (笑い)

A : 私、 「全員 」 と か 「卒業生」 と か 「在校生」

と か 間 違 え て立っ た こ と は何度あ る 。

支 1 : 私 も 3 年前、 そ れや り ま し て 。 ( 笑 い )

A : 小学校の 時、 よ く や ら か し た か ら 。

E : あ 一 、 式 は 嫌い で し た ね、 私 も 小学生の

頃 と か私 は よ く 脱走 し て 捕 ま っ て た 。 ( 笑
し 瓦 )

支 1 : 脱走 し た い よ 。

F 

A : あ 一 、 わ か る 、 わ か る 。 わ か り ま す、 そ れ。

支 1 : 式、 嫌い な 人 ? (全員 手 を 挙げる )

支2 : 好 き な 人 い る ん ですかね ?

E : な ん か、 花束 も ら う の が好 き な 人 と かい

ま す よ ね。

B : ま あ 、 僕 は あ の、 小 中 高 と 儀式 に 出 て い
ま し た け ど、 た だ た だ、 ウ ト ウ ト し で し た

ら 終わ っ て い ま し た。
~後略~

図 3 ラボトーク②

私はroo式」が苦手です。
雰囲気が嫌なのです。 今週
の月曜日 にある学校の入学
式に出席して60分 耐えまし
た。自分 郡関長った自分をほ
めてあげました。
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めざまし時計がなる前に
目が覚めたとき

サイコロを振って両方6が
出たときとか

こ れ ま で失敗体験や予想外に 叱 ら れた体験が

多 か っ た学生た ち は 、 お そ ら く 人か ら 褒め ら れ

た体験 も 少 な い の だ と 想像す る 。 ま た、 自 分へ

の 評価が厳 し い 学生 も 多 く 、 「 こ れ ぐ ら い の こ

と で 自 分 を ほ め て も い い の か ? J と い う 迷い も

あ る よ う だ。 こ の テ ー マ は過去の ネ ガテ イ ブ な

体験に埋 も れて い る か も し れ な い 「頑張 っ て い

る 自 分」 を 思 い 出 し 、 肯定的 な 自 分 と し て の イ

メ ー ジ に敷 き 直す心の作業が必要で あ る 。 揺れ

る 気持ち を 見事 に 言 い 表 し 、 み ん な の前で言語

化 し た の がA だ っ た 。 「嫌 な こ と は や ら な い タ

イ プ」 と 自 己 開 示 し た う え で、 「 そ れで も や ら

な く て は い け な い 時があ り 、 そ れ を や れ た 時 は

自 分 を ほ め る 」 と い う 表現 は 、 隠 し て お き た い
よ う な 弱 い 部分 を 正直 に 伝 え な が ら 、 ち ょ っ と

頑張 っ た 自 分 を 程 よ い満足感 を 持 っ て 表現 し て

い る 。 在学 中 の A は 、 非常 に優秀 な 成 績 を と り 、

淡 々 と す る べ き こ と を こ な し て い る よ う に 見受
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け ら れた。 し か し 、 こ の よ う な 内面の揺れがあ

り 、 そ れ を こ の よ う な 言葉で言い表す こ と がで

き る こ と に 、 支援者 と し て驚 き を 感 じ た 瞬 間 で

あ っ た 。 身 の 丈 に あ っ た 表現、 つ ま り 、 大 げ さ

で は な く 、 正 直 な 自 己 開示 に 対 し て、 「素晴 ら
し い J 、 「や ら な く て は い け な い っ て頑張る と こ

ろ がす ごい」 な ど と 参加者か ら 賞賛 さ れ認め ら

れ た こ と は、 A 子 自 身、 安心す る と と も に 、 肯

定的 な 自 己感覚 を 持 っ た で あ ろ う と 想像す る 。

ま た 、 「儀式」 の 話題 で は、 B が 「 自 分が教

員 免許 を 取得中 な の に も かか わ ら ず 自 分は寝て
し ま う 、 そ ん な こ と で い い の か悩 ん で い る 。 」

と い う 気持 ち を 垣 間 見 る こ と がで き た 。 B は マ

イ ペ ー ス で瓢々 と し た 印 象があ り 、 一見不安や

悩みがな い よ う に 見 え て し ま う の だが、 や は り

f皮 な り に悩 ん で い る こ と 治宝 よ く わ か っ た 。 B の

発言が き っ か けで、 他の参加学生 も 自 分の過去

を 話す こ と に な っ た 。 過去の 自 分は恥ずか し い

と 感 じ て い る 学生が多 く 、 個 人面談で過去 を 振

り 返 っ て 自 分 を 見つ め 直す作業 は 、 学生 に と っ

て か な り 負 荷がか か る の で 難 し い 場合 も あ る

が、 こ の 時の ト ー ク は、 ラ ン チ憩 ラ ボが学生 に

と っ て誰か ら も 脅 か さ れ る こ と がな く 安心で き

る 場で あ る と い う こ と 、 お 互い を エ ン パ ワ ー す

る 集 団力動が、 相互に 良い影響 を 与 え た と 推察

で き る 。

③テ ー マ : 自 分を 物語の主人公に た と え る と ?

B も D も 、 か な り 悩み な が ら 時 間 を か け て 書

き 出 し た。 非常に驚い た の は、 そ れぞれの学生

が 自 分 自 身 に抱い て い る イ メ ー ジが、 支援者の

彼 ら に 対す る 印 象 と 一 致 し て い た こ と で あ っ

た 。 B の 「 人 を 信 じ や す く 、 楽観性があ り … 」

と い う 表現、 ま た 、 D の 「 い ざ と い う と き に も

の す ごい 怒 り を 感 じ た り 、 力 を 発揮 し た り … 」

と い う 表現 は 、 彼 ら を 支援 し て い る 中 で垣 間 見

る こ と がで き る 彼 ら の性質であ り 、 彼 ら の 長所

で あ る と 同 時 に 、 場合 に よ っ て は短所 に も な っ

て い る 部分で あ る 。 自 分 自 身 を 客観的 に 眺め る

こ と 、 自 己内省す る こ と が苦手 と い わ れて い る
発達障がい の あ る 人 た ち も 、 ア プ ロ ー チ の仕方

を 工夫す る こ と で、 こ の よ う な 自 己分析がで き

る の で あ る 。

図 4 ラボトーク③

(2) メ タ ・ ナ ラ テ イ ブの作成

「 ラ ン チ 憩 ラ ボ」 の 活動 を 継続す る 中 で、 私

た ち は、 発達障がい の あ る 人 た ち は、 必ず し も

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が苦手だ と は言い切 れ な い

と い う 思 い を 強 く し て い っ た 。 ま た 、 他者への

関心がな い と か、 自 分の や り 方 に 回執 し が ち と

も い わ れてい る が、 は た し て そ れ ら は彼 ら の 固

定化 さ れた特性 (障がい) な の だ ろ う か と も 考

え た 2 ) 。 自 分の物語 を 表明 し 、 他者の物 語 に 耳

を 傾 け る こ と がで き た と き に 、 参加 者全員 で、

「私 た ち の物語」 を 創 造で き る の で は な い か と

考 え 、 メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ の 作成 に 取 り 組 ん だ。

メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ と は、 多様な ナ ラ テ イ ブか ら

唯一 の 答 え を 出す と い う の で は な く 、 こ の場 に

共通 し て い る 意 見 や 考 え 方 を 見 出 し て ス ト ー

リ ー 化 し 、 一次元高い 一貫性の あ る ナ ラ テ イ ブ

を 作 る こ と を い う 。

卒業生の A は、 本活動 の ス タ ー ト 当 初か ら 継

続 し て参加 し て き た 。 現在 も 就職活動 中 で あ る

が、 学生の 頃 に 比べ る と 、 自 分の 考 え を ま と め

て話 し た り 、 他の参加者の 考 え に コ メ ン ト を 述

べ た り す る こ と がで き る よ う に な っ た 。 A は 、

「 み ん な の 意見 を 聞 い て も 動揺 し な く な っ た ん

です。 ゆ っ く り 考 え れ ば頭 に 浮か ん で き ま す。

ち ょ っ と 自 信がな く て も 、 一応、 言 っ て み よ う
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か な と 思 っ て い ま す。 」 と 言 う 。 言語的 表現 の

た どた ど し さ は あ る が、 自 分の 考 え を 表明 し て

み た い と い う A 子 の 精神 的 な 成熟 を 感 じ る こ と
がで き た。 こ の よ う な A に 対 し て、 「 ラ ン チ 憩

ラ ボJ の終了後 に 、 「 ラ ボ ト ー ク で作成 し た シ ー

ト を 見 な が ら 、 全体を 一つ の ス ト ー リ ー に し て

み ま せんか ? J と 誘 っ た。 全員 で の メ タ ・ ナ ラ

テ ィ ブの作成 で は な く 、 一 人 でみ ん な の 意見 を

統合す る こ と が、 A の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や思

考のパ タ ー ン に どの よ う な 影響 を 与 え る か探っ

てみ た い と 考 え た 。

以 下 は 、 ラ ボ ト ー ク で各 自 が書 い た 意見 と

A が作成 し た メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブで あ る 。

①テ ー マ : 映画や演劇 を 観て い る 時 に ず、 っ と 話

し て い る 人がい た ら ど う し ま すか ?

図 5

く メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ >

「映画や演劇 を 観て い る と き に 、 ず、 っ と 話 し

て い る 人がい た ら ど う し ま すか ? J と い う テ ー

マ に 関 し て は、 注意す る 派 と 何 も し な い派 に 分

か れ ま し た 。 注意す る 人 は 、 咳払い を し た り 相

手 を ち ら つ と 見 た り 、 お 庖 の 人 に 言 っ て み て だ

め だ っ た ら 直接注意 を し た り し て い ま す。 何 も

し な い 人 は 、 気 に な っ て は い る け れ ど、 映画や

演劇 に 集 中 す る こ と に し て い る よ う です。 迷惑

だ と 思 っ て い る 人の ほ う が多 い よ う ですが、 注

意す る 人 も し な い 人 も 、 そ れぞれのや り 方で映

画や演劇 を 楽 し も う と 努力 し て い る よ う です。

②テ ー マ : おすすめ の ツ ア ー 企画

図6

世界の動物を
現地で見ょうツアー

山間総こ おEE 1
Jごとコて、 鉄道旅行 I a のツアーを

は非日 情的な世界を ! I ひとつ企画して〈ださい。

く メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ >

「 あ な た は、 旅行会社 に 勤 め て い ま す。 お す

す め の ツ ア ー を ひ と つ 企画 し て く だ さ い。 」 と

い う 話題 に つ い て、 世界 ツ ア ー 、 国 内 ツ ア ー と 、

大 き く 分けて二つ の 意見があ り ま し た 。 世界 ツ

ア ー は、 特定の 国 で は な く 、 世界一周 ツ ア ー や

六大陸キ ャ ン プの よ う に 、 多 く の 国 を 訪れ る こ

と を 目 的 と し た 意見があ り ま し た 。 囲 内 ツ ア ー

は 、 自 然 を 満喫す る 目 的で、 移動 に は 公共交通

機 関 を 使 う と い う 意見があ り ま し た 。

③テ ー マ : み ん な に伝 え て お き た い豆知識

図7

ココアをつくる時、 ココアを入
れた後、 少し〈スプーン1杯く
ら� 1)の牛乳を入れてココア
を練るようにして混ぜて、 牛
乳を入れると、 お湯� 1らずで
アイスココアが作れます。

く メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブ >

「 み ん な に 伝 え て お き た い 豆知 識」 と い う 話

題 に つ い て、 ① 日 常生活です ぐ に 使 え る も の 、
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②思 わ ず 「へ え �J と 言い た く な る も の、 ③経

験か ら 得 た も の と 、 大 き く 分け て 三 つ の 意見が

あ り ま し た 。 ①に つ い て は、 聞 い て い る 人 た ち

か ら 「す ぐ に や っ て み た い」 と い う 意見があ り

ま し た 。 ②は、 普段 は気 に し て い な い が、 話 を

聞 く と 「 な る ほ ど」 と 思 う 意見で し た 。 ③ は 、 知 っ

て お く と 安心す る 先輩 た ち の意見で し た。

(3) 個 人面談への活用

F は理系学部の 2 年生で、 非言語性 L D の診

断があ る 。 入学直後 は 、 聞 き 取 り 能力 や記憶の

問題な どか ら 、 困 っ た状況 に 陥 る こ と が多 か っ

た が、 大学生活の雰囲気や流れ に慣れて く る と
修学上大 き な 問題 は 見 ら れ な く な っ て き た 。 2

年 生 に な り 、 「就職 に 向 け て、 人見知 り で 口 下

手 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ス キ ル を な ん と か し

た い 」 と 語 っ た 。 音声の メ ッ セ ー ジ は記憶 に 残

り に く い タ イ プ な の で、 手重 々 の ワ ー ク シ ー ト の

活用 を 試み た が、 「意見が浮か ばな い J 1思 い だ

せ な い」 と 言 っ て、 自 分の 思 い や 意見 を 書 く こ

と がで き な か っ た 。 答 え 方の モ デル があ る と よ

い の か と 思 い 、 ラ ボ、への 参加 を 促 し て み た が、

学部の友人 と 昼食 を と る こ と に し て い る の で参

加 し に く い と の こ と だ、 っ た 。

そ こ で、 ラ ボでf下 っ た シ ー ト (参加者の 意見

が書かれた吹 き 出 し が貼 ら れた も の) を 見て も

ら い 、 同 じ テ ー マ に つ い て 尋 ね て み た と こ ろ 、

シ ー ト の 内容 を 参考 に し て 自 分の 考 え を 言葉 に

表す こ と がで き た。

自 分の思いや考 え を 表現す る こ と に は抵抗が

あ る と 言 い な が ら も 、 他学生 の 意 見 を 読 む こ
と を 楽 し み に し て お り 、 「 ぼ く は こ れ に 近 い か

な J 1 あ ~ 自 分 も そ う で す ね 」 な ど と 言 い な が

ら 、 眺め て い る 。 直接的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の場 に は 同席 し て い な い が、 そ れぞれの 考 え が

書かれた シ ー ト を 介 し て、 場 を 共有す る こ と が

で き る と い う こ と を 教 え て も ら っ た よ う な気が

す る 。

4 . 考察 と ま と め

ラ ン チ 憩 ラ ボ は 、 「 同 年齢の 話す仲 間 が欲 し い」

と い う 学生の願い を 実現す る た め に始め た小集団

グ ル ー プ活動だ、 っ た 。 こ の活動か ら 得 ら れた知見

は 、 我 々 が想像 し て い た 以 上 に 、 今後の 支援の在

り 方への示唆 を 与 え て く れた と 同 時 に 、 発達障が

い 者 に と っ て の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難 さ 」

と は、 何 を 指 し示 し て い る の か と い う 疑問 も 浮か

び上が っ て き た 。

学生 は 支援者や他の 参加学生の振る 舞 い や言葉

に と て も 敏感であ っ た 。 た と え ば、 あ る 女子学生

が化粧 し て き た 時、 一緒 に 参加 し て い た 別 の女子

学生が、 ラ ボ後 の 個 人面談で 100 さ ん、 お 化粧

が締麗だ、 っ た」 と い う 感想 を 言 う 。 ま た 、 支援者

同 士が雑談 の 中 で失敗 し た話 を し た 際 に は、 食事

を 取 っ て い た あ る 学生が 「 そ ん な に 落 ち 込 ま な い

で く だ さ い よ 」 と 言 い 、 「 そ ん な こ と 誰 に で も あ

り ま す よ J と 慰め て く れ る こ と があ っ た。 そ れぞ

れの学生 に は個 人差があ り 、 他者へ の 関心度が低

い学生 も い る が、 回 数 を 重 ね る 中 で、 ラ ボ ト ー ク

の 場 を 共有す る 仲 間 と し て 、 互い に 影響 し合 っ て

成長 し て い っ た よ う に 思 う 。

支援者 は 、 学生 に対 し て 100 し な さ い」 と か「 こ

う 言 っ た ほ う がい し \ J と い う よ う な教示 は い っ さ

い 行 っ て い な い 。 つ ま り 、 ス キ ル ト レ ー ニ ン グ と

し て の ア プ ロ ー チ は し て い な い に も かか わ ら ず、

学生 た ち は 自 分の 意見 を 語 り 、 互い の 意見 を 聞 き

合い、 良い と こ ろ は積極的 に取 り 込 も う と い う 態

度 を 示 し て い た。
支援者 は、 発達 障 が い の あ る 人へ の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 支援 と は、 「良質で豊か な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の場 を提供す る こ と 」 に あ り 、 そ の よ う な

良質な 関係性の 中 で、 彼 ら は 良い モ デル を 取 り 込

み 、 自 分 自 身 に染み込 ま せて い く も の で あ る と 確

信 し て い る 。

ラ ボ ト ー ク で は 、 参加者の 考 え や意見が一人ず

つ 表明 さ れ、 発言 に 関心 を 持 っ て 聞 く 人 と の 関係

の 中 で価値の あ る 発言 と し て尊重 さ れて い く 。 こ

の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で、 参加者 は 自

分に は な か っ た視点 を 他の参加者の発言か ら 知 る

こ と がで き る 。 あ る い は 、 自 分の 考 え に 似て い る
考 え を 聞 く チ ャ ン ス も 得て 、 テ ー マ を 媒介 と し た
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つ な が り を 持つ よ う に な る 。 た と え ば、 そ れぞれ

の 考 え が書かれて い る シ ー ト を み ん な で眺 め て い

る う ち に 、 「似 た よ う な 考 え が多 か っ た で す ね 。 」

と い う 学生 や 、 「他の 人 の 話 を 聞 く と 思 い だ し た

こ と があ り ま し た。 」 と 語る 学生 も い る 。 「状況 に

よ っ て は 、 00 さ ん と 同 じ こ と を す る と き も あ り

ま す。 」 と 、 自 分の 考 え に こ だ わ る こ と な く 、 他

者の 意 見 に 同 調 す る 学生 も い る 。 こ れ ら すべ て

のや り 取 り が、 参加者 に と っ て 意 味 を 持 ち 、 「 そ
う い う 考 え も あ る ん で す ね 。 」 と い う 新 し い価値

観 を 共有す る 体験 に な っ て い く 。 支援者 は 、 「今、

皆 さ ん で話 し た こ と を ま と め て み る と 、 どの よ う

な こ と が言 え る で し ょ う 。 J と 学生 に 問 い か け、

学生 は そ れぞれに 自 分の考 え に 近 い も の を 集 め た

り 、 複数の 考 え の 上位概念 を 探 し 出 し た り す る 。

そ れ ぞ れ の 考 え は 一 つ に ま と ま る も の で は な い

が、 「私 た ち の 物語」 と し て の 形 を 創 り 上 げて い
く こ と がで き た と 考 え る 。

筆者 ら は 個 別 支援の 中 で、 学生の 考 え と 支援者

の考 え を お 互い に尊重 し な が ら 、 新 し い物語 を 一

緒に紡 ぐ体験 を 重ね て き た が、 こ の小集団活動 に

お い て も 、 同様の こ と がで き る の で は な い か と い
う 思 い を 持 ち 、 活動 に取 り 組ん だ。 一 人 ひ と り の

物語 を お互 い に 尊重 し な が ら 聴 く こ と で、 すべて

の物語 を 統合 し た新 し い物語が創造 さ れ る の で は

な い か と い う 仮説であ る 。 メ タ ・ ナ ラ テ ィ ブの作

成 は、 「 一 緒 に 新 し い物語 を 作 る 」 と い う 活動 を

可視化 し 、 可視化 さ れ た 文章 は 、 ま さ に 「私 た ち

の物語」 で あ る こ と を 直接的 に 示 し て く れる 。 個

別 に作成 し て い た A は 、 「ふ ー ん、 な る ほ ど ・ . . 

み ん な 違 う 考 え の よ う な 印 象 を 持 っ て い た け ど、

ま と め て み る と 誰 も が同 じ よ う に工夫 し て い る ん

ですね。 自 分だ け で考 え て い る と お か し い ん じ ゃ

な い か つ て 思 っ た け ど、 意外に 良か っ た り す る ん

です ね 。 」 と 独 り 言の よ う に つ ぶや い て い た 。

ひ と り ひ と り の学生が、 自 ら の体験 を 「私の物

語」 と し て再構築 し 、 仲 間 と 互い の物語 を 受 け と

め、 そ し て メ タ ・ ナ ラ テ イ ブ を 生成 す る と い う 作

業 を 積み重 ね て い く 中 で、 自 分 と い う 存在 は、 「私

た ち の 物語」 の 登場人物 と し て 主体 的 に 生 き る

「私」 な の だ と い う 自 信 を も ち 、 社 会参入 し て い

く こ と を 期待 し た い。
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